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発明の概要 代表図 

2017年9月分注目特許 No.2 

特徴 

 関連分野   農林水産、業務用機械、電気機械、廃棄物処理、建設・土木 

エネルギー 

 有機性廃棄物からメタンガスを発生する装置。 

 従来のメタン発酵処理方法の問題点を改良し、
より簡素化した工程で効率良くメタンガスを生成
することが出来るメタン発酵処理方法及びコンパ
クト化した処理装置が求められている。 

 本発明は、有機性廃棄液が発酵槽内部の上下
層間で循環し、循環路の途中に設けている加熱
器によって適度な温度に加熱されることで、有機
性廃棄液から効率良くメタンガスを発生させるこ
とが出来るメタン発酵処理方法が用いられた、小
型で必要な場所へ搬送・設置することが可能なメ
タン発酵処理装置である。 

メタン発酵処理装置 

１ 発酵槽 ２   廃棄物投入槽   ３   発電機  
４   加熱器 ５   破砕ポンプ   ６   有機性廃棄物 
７ 攪拌機 ８   搬送管   ９   有機性廃棄液 
１０ 流出口 １１  循環路   １２  液面 
１３  攪拌機 １４   上部空間   １５   温水 
１６ 温水ユニット １７ 流入口 



  応用の可能性 
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  応用の可能性/活用企業例/最新動向 

本ページの情報は2017年11月時点において事務局が調査を行った結果に基づきます。 

応用の可能性 

株式会社ヴァイオスの本発明に関する最新動向 

・株式会社ハイポテック 

・農場 

・食品工場 

・下水処理場 

・畜産場  

など 

など 

・株式会社アクアス 

・ヤンマーHD株式会社 

・SBエナジー株式会社 

・株式会社プロスペックHD 

・日本自然エネルギー株式会社 

・株式会社大原鉄工所 

本技術の活用が見込める企業の一例 

・近年においては目立った動きは見受けられない。 
 

・養殖所  


